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株式会社 東和エンジニアリングは、Video Conference Manager バージョン 1.6 ソフト

ウェアをリリースしました。このリリースノートでは、バージョン 1.6.0 ソフトウェアに

ついて御説明します。 

このリリースノートに記載されている機能の使用方法の詳細については、 

VCM 操作マニュアルに掲載されています。 

 

VCM バージョン 1.6.0ソフトウェアのインストール 

新たにソフトウェアをインストールするか、既存のソフトウェアをアップグレードするこ

とによって、VCM を新たに利用、継続して利用し続けることができます。 

既存ソフトウェアのアップグレード方法は弊社サポートセンターまでお問い合わせ下さい。 

ソフトウェアを新たにインストールする方法は製品 CD ディスクに含まれたドキュメント

「VCM インストールマニュアル」を参照して下さい。 

 

バージョン 1.6.0の新機能 

・Panasonic 製 HD コム KX-VC2000J に対応しました。 

・Polycom 製 RPG300・RPG500・RPG700 に対応しました。 

・Sony 製 PCS-XC1 に対応しました。 

 



既知の制限 

下表は、各バージョンで確認された問題・制限の一覧です。 

項目 ID 確認された

VCM バージ

ョン 

説明 回避策 

端末 1.5.0 

-141201003 

1.5.0 Panasonic 社製ビ

デオ会議端末 HD

コムにおいて、端末

状態表示の「受信フ

レームレート」の表

示は出来ません。 

（機器仕様） 

端末 1.5.0 

-141201002 

1.5.0 Panasonic 社製ビ

デオ会議端末 HD

コムにおいて、つな

がるねっとサービ

ス経由での端末接

続は出来ません。 

「標準・つながるね

っとサービスモー

ド」に設定すること

で標準モードでの

接続が出来ます。つ

ながるねっとサー

ビス端末は機器の

リモコンで直接接

続して下さい。 

端末 1.5.0 

-141201001 

1.5.0 Panasonic 社製ビ

デオ会議端末 HD

コムにおいて、スタ

ンバイ状態に移行

した端末のコント

ロールは行えませ

ん。 

（機器仕様） 

スタンバイ移行時

間を 0 分に設定し、

スタンバイを無効

に設定することで

回避可能です。 



端末 1.5.0 

-140807001 

1.5.0 Panasonic 社製ビ

デオ会議端末 HD

コムにおいて、デュ

アルストリーム中

にメイン映像入力

の切替は出来ませ

ん。 

（機器仕様） 

シングルストリー

ム設定時は、プレゼ

ン入力切替で主入

力が切り替わりま

す。 

端末 1.6.0-170425001 1.6.0 RPG シリーズでの

レイアウト変更機

能は非対応です 

付属リモコンでの

直接操作を行って

ください 

端末 1.6.0-170425002 1.6.0 PCS-XC1 のカメラ

プリセット操作は

一度操作した後約

7 秒間は次のカメ

ラ操作を実施する

ことができません。 

（機器仕様） 

プリセット操作を

実行した後は7秒ほ

ど待ってから次の

カメラ操作を実施

してください。 

端末 1.6.0-170728001 1.6.0 HD コムシリーズ

が手動応答設定時

かつ複数着信を一

度に受けた際に

VCM 上の応答ポッ

プアップ操作が機

能しない状態にな

ることがあります。 

（HD コム側の機器

仕様） 

応答できない場合

は一度拒否ボタン

を押下して相手の

ステータスを「接続

失敗」にし、再度個

別接続操作にて接

続を実施してくだ

さい。 



ｖ1.6で変更された項目 

下表は、本バージョンで変更された仕様の一覧です。 

項目 仕様が変更された

VCM バージョン 

説明 回避策 

端末 1.6.0 Cisco MXP シリーズ、EX90 シ

リーズでの利用履歴出力機能が

非対応となりました 

機器本体から通話履

歴の取得を実施して

ください。 

表示 1.6.0 Other 端末、IP アドレス直接入

力端末のステータス表示を「不

明」から「取得不可」に変更し

ました。 

 

機能 1.6.0 利用履歴の蓄積仕様を 1 日 1 回

の定時蓄積およびVCMと端末の

Telnet 接続時に変更しました。 

最新の利用履歴を取

得する場合は端末の

電源を一度 OFF に

してから再度 ON

し、3 分以上待つ、

もしくは電源を ON

にした状態で 1 日待

つことで前日分の最

終データが蓄積され

ます。 



インターオペラビリティー 

VCM はさまざまな製品との組合せで広範にテストされています。以下のリストは、VCM

とインターオペラビリティーのある機器の完全なリストではありません。バージョン 1.5.0

までのインターオペラビリティーテストが完了している製品を示したものです。本内容は

機種（型番）間での相互接続性を示すものではありません。 

下表は 2017/4/30 時点で、VCM バージョン 1.6 で動作する機種一覧です。 

No. メーカー 機種 Firmware Ver. 備考 

1 

Panasonic 

KX-VC1600 4.1  

2 KX-VC1300 4.1  

3 KX-VC2000J 4.5.1  

4 

SONY 

PCS-XG100 1.42.00、1.60.00 内蔵MCU0拠点での登録をした場合通信状態取得不可 

5 PCS-XG80 2.14、2.34  

6 PCS-XG55 2.36.00  

7 PCS-XL55 2.36.00  

8 PCS-XC1 1.30.00.pcs-xc1  

9 

Polycom 

HDX 9000 3.0.3.1 ※1 

10 HDX 8000 3.0.5  

11 HDX 7000 3.0.3.1  

12 HDX 6000 3.0.2.1  

13 RPG-300 6.1.0 レイアウト変更機能非対応 

14 RPG-500 6.1.0 レイアウト変更機能非対応 

15 RPG-700 6.1.0 レイアウト変更機能非対応 

16 

Cisco 

C 90 TC5.1.1.288225  

17 C 60 TC5.1.3.292001  

18 C 40 TC5.1.0.280662  

19 C 20 TC5.1.3.292001  

20 SX20 TC5.1.3.292001  

21 EX90 TC5.1.4.295090 ボリューム調整機能非対応 

22 

Life Size 

Room220 LS_RM2_4.11.3 (8)  

23 Team 220 LS_TM2_4.8.6 (4)  

24 Express220 LS_EX2_4.11.3 (8)  

25 Passport LS_PP1_4.11.4 (23)  

 

※1 現在は、内蔵 MCU にのみ対応しておりません。ご注意ください。 


